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 平成２４年度第２回さぬき市男女共同参画推進協議会 会議要旨 

 

１ 日  時  平成２４年７月３０日（月）１３時３０分～１５時１５分 

 

２ 場  所  さぬき市役所３階３０２会議室 

 

３ 出 席 者  【委 員】井上委員 柿木委員 亀井委員 髙橋委員 

筒井委員 長安委員 南田委員 宮本委員 

 【事務局】総務部政策課 課長外２名 

【傍 聴】１名 

 

４ 会議次第  １ 開会 

        ２ 会長あいさつ 

        ３ 議題 

（１）男女共同参画パネル展について【報告】 

（２）男女共同参画推進活動事業市民企画事業について【報告】 

（３）男女共同参画プラン後期計画進捗状況調査について【報告】 

（４）男女共同参画講演会について 

（５）DV・児童虐待防止キャンペーンについて 

（６）次回会議スケジュールについて 

          （７）その他 

          ４ 閉会 

     

５ 配布資料  資料１   平成２４年度男女共同参画週間パネル展を振り返って 

        資料２   平成２４年度男女共同参画推進活動事業採用事業一覧 

        資料３   基本施策に係る各目標の進行状況（平成２３年度） 

        資料４   平成２４年度男女共同参画講演会実施要項（案） 

資料５   平成２４年度ＤＶ・児童虐待防止キャンペーン実施要項（案） 

 

 

６ 会議内容 

発言者 意見概要 

 

 

政策課長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

政策課長 

＜ 開 会 ＞（ １３：３０ ） 

 

ただ今から平成２４年度第２回さぬき市男女共同参画推進協議会を開会する。 

当協議会は原則公開の会議であり、現在は１名の傍聴者に入っていただいている。 

傍聴希望者が来た場合には、定員に達するまで随時入っていただくのでよろしくお

願いしたい。  

では、開会にあたり会長から御挨拶をいただく。 

 

ロンドンオリンピックが始まった。テレビを見ていて驚いたのが、開会式で女性が

とても活躍していたことだ。４年に１度の大きな国際的なイベントで、女性の参画を

感じることができ、大変嬉しかった。 

さて、本日も皆さんの意見を反映できるような会議にしたいので、御協力をよろし

くお願いしたい。 

 

これからの進行は会長にお願いする。 
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会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

では、議題に入る。議題１「男女共同参画パネル展について」、事務局に報告をお

願いする。 

 

●資料１を使って報告 

  

意見や参加者からの感想などがあればお願いする。 

 

会場の市民ホールは、少し入り込んだ場所であるため、市民が色々な手続に来て 

も会場に立ち寄らずそのまま帰ってしまう場合が多いのではないか。 

実際に会場に立ち寄ってくださった方からは、「男女共同参画という言葉すら知ら 

なかったが、パネル展を見て内容が分かった。よかった。」という言葉をいただいた。

このようなことからも、１人でも多くの方に見てもらうため、再度場所選びを検討す

る必要を感じた。 

 

私も実際に会場に行ったが、見学者が少なく残念だった。内容はすばらしいので、 

もっと周知方法を考えればよいのではないか。 

 

以前にも提案したことがあるが、例えば、出品者が、当番制で作品等の説明する等

してはどうか。場所がわかりづらく土日も閉まっているのでなかなか集客率も伸びな

い。行政も「もっと見てもらいたい！」との思いを持ち色々積極的に考えてほしい。 

 

固いテーマの展示は、仮に駅前に大きな看板を立てたとしても人は集まりづらい。

男女共同参画の推進という本来の目的を達成するために、一見無関係でも何か人が興

味を持つような物を用意して集客を図ってみてはどうか。 

質問だが、中学生のポスターは４１作品とあるが中学生の来場者は０か。 

 

御家族で来場された方が複数名いる。資料１の来場者数７８人の中にカウントして

いる。 

 

魅せる工夫、寄せる工夫をしてみては。 

 

準備から撤収まで手伝わせていただいたが、展示物の出品者（団体）の方がほとん

ど誰もいなかった。行政だけが準備から撤収までがんばるのではなく、準備の段階で

出品者にも参加を促せば、そこでお互いに情報交換ができる。また、撤収の際にも参

加してもらえれば、反省点などを話し合い、今後の活動につながっていくのではない

か。 

 

交流会等をしてもいいかもしれない。 

 

標語をみんなで考えようのコーナーは、来場者参加型なのでよいと思った。これに

ついて、今後の活用方法等は考えているか。 

 

今のところ、すぐ何かに使うといった予定はないが、来年度以降、例えば市の事業 

あるいは企画事業の一環としてかるたを製作する等、作品を活用できる方向で考えて

いきたい。 

 

ポスターもデジタル化するなどして保存していってもいいかもしれない。 

パネル展は毎年６月開催で準備の期間が短いため、前年度に案ができていると効率 



3 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

的なのではないか。また来年度に意見を反映できるような形で取組んでほしい。 

 

ポスターは毎年学校を通じてお願いしているのか？ 

 

前年度の１、２月頃に学校に依頼している。賛同していただいた学校(今回は４校)

に提出していただいている状態だ。 

 

ポスターを描いたら終わりというのではなく、掲示されたポスターがどういう過 

程、学習環境の中で生まれたのかを考えることで、家庭や地域に広まるきっかけにな

るのではないか。パネル展が終わった後の活用方法についても考えてみてはどうか。 

 

そのことについて、前年度、前々年度はポスターを秋の文化祭で展示していたが、

教育委員会に相談したところ、今年は合併１０周年の関係で展示作品数が多く会場に

ポスターを掲示させてもらえる場所がないのではないかとのことであった。他の場所

を検討したところ、長尾支所のロビーや寒川公民館等での展示を考えたいと思ってい

るのだが、いかがか。 

 

今までパネル展を何度もやってきているが、今までの作品は保管しているのか。 

将来的な話として、例えば学校再編で廃校になった校舎の教室の１つを男女共同参画

推進室として、そこへ今まで保管している作品を常設展示することを考えてみてもよ

いのではないか。 

 

先ほどの長尾支所等での展示については、委員の皆さんも賛成ということで進めて

いただきたい。 

続いて議題２「男女共同参画推進活動事業市民企画事業について」、事務局に報告

をお願いする。 

 

●資料２を使って報告 

  

 小山委員が協議会選出の審査員としてヒアリングに参加されたが、今回欠席されて

いるので、事務局から感想等あればお願いしたい。 

 

今回、市職員２名、協議会委員１名の計３名で審査させていただいたが、３名が審 

査において重要視したのは、いかに男女共同参画の推進に沿った事業であるか、事業

の効果はどれ位期待できるのかということだ。 

 企画事業等（助成金額：５万円）については、４団体の採用枠に対し、７団体から

応募があり、３団体については採用を見送らせていただいた。 

不採用の理由については、１つ目の団体は市の他の助成決定した事業と内容が重 

複していたこと、２つ目の団体は事業の対象者が非常に少なく事業の効果が他事業に

比べ低くなってしまうのではと判断されたこと、３つ目の団体は男女共同参画という

視点から少し外れた内容になっていたことが挙げられる。 

一方、企画講演会（助成額：１０万円）の事業については暴力の根絶に向けて有効 

性の高い事業であったことから採用とさせていただいた。採用となった団体について 

は、今後、男女共同参画の推進に向けて効果的な取組を期待している。 

  

他に意見がなければ次の議題に移る。 

 議題３「男女共同参画プラン後期計画進捗状況調査について」、事務局に報告をお

願いする。 
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事務局 

 

会長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

政策課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

政策課長 

 

会長 

 

委員 

 

事務局 

 

会長 

 ●資料３を使って報告 

  

 意見などあればお願いする。 

 

防災会議の委員の女性の登用は０か。 

 

 昨年度は会議が未開催のため０である。また、担当課に確認したところ、今年度の 

選任はこれからだが、現時点では１人の見込みとのことである。報告書にも記載の 

あるとおり、これから女性委員の数を増やしていきたいということであった。 

 

 お願いに近い話になるのだが、「防災」への女性の参画は大変重要である。男女共 

同参画の意識がしっかりできている自治体は、防災に対して非常に組織立った動きが 

できているという報告をよく耳にする。高齢者がいる、障害を持った方がいる、小さ 

な子供がいるなどの地域の細やかな情報をキャッチしているのは女性である。 

そのため、女性が防災組織に入って先頭に立ち整備・活動していくことには大きな 

意味がある。避難所等でも女性の視点で気づく大事な場面がたくさんあるはずだ。も

っと積極的に女性の登用を進めてほしい。 

 もう１つ、「男性や子どもの視点での男女共同参画」というのが、現在のさぬき市 

のプランの中には出てきていない。本市においては、最初は女性の視点に重点をおい 

て進めてきたが、マタニティ教室の男性参加率の低迷などを見ると、男性目線での男 

女共同参画ということも考える時期に入ってきているように思う。“女性の”、“男女 

ともに”という文言はよく出てくるので、次期プランでは、男性や子どもにとっての 

男女共同参画というものをプランの中に盛り込むはどうか。 

  

 ボランティア活動のネットワークの拡大、支援について福祉総務課が平成２４年１

１月に東讃で開催の「香川ボランティア交流会」を後押ししているような文面になっ

ているが、市として参加、バックアップしているのか。社協が主体で動いているが 難

航していると聞いた。市がバックアップしてくれれば違った体制が早くから取れたの

ではと思う。うまく連携できてないように思う。 

 

 ボランティア団体については、さぬき市の総合計画の中で強化を図っていくことを 

謳っている。ただ、市が全て直接やっているかどうかというところについては、市が 

経費を負担し社会福祉協議会に委託している場合がある。市がもっと全面に出てボラ 

ンティア活動を促進すべきという意見があるのは確かだが、だからといって市がボラ 

ンティアの育成にまったく無関心であるということはない。 

 

 市がバックアップしていると早くからわかれば、ネットワークが狭く決めにくいこ 

とも参考意見を聞く等の手段が取れたように思う。 

 

今後に生かせるように御意見いただいたことを関係者に伝えておきたい。 

 

 ネットワーク作りは男女共同参画にも必要なのでぜひ強化を図ってほしい。 

  

 目を通しておいた方がよい資料は、できれば事前に配布してほしい。 

  

了解した。 

 

 要望になるが、防災会議委員の女性の登用について、委員には様々な団体の長がな 
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事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

課長 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

るため、そのポジションに女性がつかないと女性委員の数もなかなか増えないとのこ 

とであったが、オブザーバーという形でもいいので、女性委員を増やすことを検討し 

てみてもいいと思う。今、地域の防災がこれだけ大きな課題となっている中で、男女 

共同参画の視点での取組が重要な意味を果たすのではないか。 

 意見がなければ次に移る。議題４「男女共同参画講演会について」、事務局に説明

をお願いする。 

 

●資料４を使って報告 

 

意見などあればお願いする。 

 

開催場所の寒川農村環境改善センターについて、場所としては広いが、講演の場合 

ステージに上がるのか。ステージの下に踏み台を置いてするのか。 

 

ステージを活用しようと思っている。 

 

自分の経験として、マイクの性能的に１００名入ると聞きづらいかもしれない。 

 

他にどこかお勧めの場所はあるか。 

 

８０名程度であれば長尾の辛立文化センターがよいのではないか。 

その他に津田の保健センターの２階はどうか。エレベーターもある。 

 

徳島文理大学にもホールがいくつかある。１００名程度のホールもあると思う。音 

響もよいと思うので、大学と行政がタイアップして実施するのもいいかもしれない。

企業でもホールを所有している場合がある。 

 

開催場所は再度検討していただきたい。 

 

参加者の対象はどの世代を想定しているのか。金曜日の１４時からを予定というこ 

とであれば、参加できる人が限られると思う。ＤＶに一番関心を持っているであろう

若い世代が参加できるのだろうか。 

 

一般の方でどの世代がメインかというと、テーマ的にも大学生に参加してほしいと

いう思いがあり、学生は平日の方が参加しやすいのではと考えている。 

 

また、学校の先生にも平日の方が参加いただきやすいかもしれない。  

 

 

参加対象について、要項案には記載してあるが、主催者側は、講演者に対してある 

程度どんな人が来場するのか明確にした方がよい。また、どの講演会においてもそう

だが、参加する世代が偏りがちなので、若い世代にも動員をかけ、未来につなげてい

くことを考えることも大切だと思う。 

 

学校教諭、市の職員、保健師、民生委員等は各世代と関わりがあるので、１人でも

多く来ていただけたらよいと思う。 

  

 参加を促すだけではなく、積極的に参加者を集める、多くの方に聞いてもらうとい 
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会長 

 

 

委員 

 

 

 

会長 
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会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

う強い思いを持って準備を進めてほしい。やったという実績は残るが効果を発しない 

という講演会も多いような気がする。 

  

 まだ時間があるので、効果的な広報を考え、また場所についても再度検討いただき

たい。協議会も協力する形をとりたい。 

  

 講演会を実施した後も重要である。今後につなげるため、実施後に協議会委員で 

集まって話し合いの場を設けることも必要である。せっかく講演会を実施するので、 

準備から講演会後までのプランを立て次に生かせるものにしてはどうか。 

 

 今大きな問題になっているデートＤＶについて、今年度のアンケートにも問を設け

るなど動いてきているので、講演会も対象の世代にぜひ聞きに来ていただきたい。 

 では、議題５「ＤＶ・児童虐待防止キャンペーンについて」、事務局に説明をお願

いする。 

  

 ●資料５を使って説明。 

 

 意見等があればお願いする。 

 

 できるかどうかわからないが、先日のパネル展のポスターを絵葉書などにして配布 

するのはどうか。また、廃油石鹸は簡単には作れないのではないか。 

 

石鹸は子育て支援課から用意できると聞いている。 

 パネル展のポスターは、直接ＤＶや児童虐待をテーマとしたものは無かった。 

  

啓発パンフレットは作成済みか。 

  

 国や県から配布されているものを配布予定である。 

 

 中学生ポスターの活用については、コストの問題もあると思うが、大変よい機会な

ので、テーマがＤＶじゃなくてもチラシや絵葉書にして配布物に入れてもいいと思

う。 

 

 昨年度のキャンペーンの際、国のポスターを貼ったのだが、その代わりに中学生の 

ポスターを貼るというのはいかがか。その場合、スペース的に作品全てを貼るのは難 

しいかもしれないので、開催場所の地元中学生の作品を中心に可能な限り展示する形 

になると考えられる。 

  

 その案はいいと思う。 

 

 では、お店とも相談してみる。 

 

 質問だが、今回男女共同参画推進委員に選出された際、「男女共同参画」という言 

葉でイメージしたのが、少子化や女性の社会進出、職場差別の解消といったもので 

あった。しかし、前回、今回の会を通して、ＤＶや児童虐待といったテーマが主に 

話し合われているように感じる。「男女共同参画」のメインテーマは、ＤＶや児童虐 

待なのか。それとも、たまたま前回、今回とこの話題が多くなっているのか。 
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事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 前回の協議では、さぬき市の今後１０年をどうしていくかというプランづくりの話 

の中でデートＤＶの問題を取り上げさせていただいた。現行のプランでは、夫婦間で 

起こる「ＤＶ」の問題のみを盛り込んでいるが、この１０年に新しく課題として出て 

きた交際中のカップル間で起こる「デートＤＶ」の解決にも今後取組んでいかねばな 

らない。また、今回の協議では、１１月にＤＶ防止週間があるので、その時期のイベ 

ントについて御提案させていただいたたことから、ＤＶ・児童虐待の話題が多くなっ 

ている。男女共同参画社会の実現のためには、他にも乗り越えねばならない重要な課 

題が多く残っている。来年２月にも、セミナー等の企画を考えているが、その際は他 

のテーマで実施したい。 

  

 現在、ＤＶは、男女共同参画推進の大きな弊害になっている。その問題の解決に向

けた取組について、国連でもいわれているところである。 

 

 ＤＶ問題の解決が、女性が働くことなど他のテーマにもつながっていくと思う。 

 

 男女共同参画というものは本当に幅広いが、この部分が他と比べ大きく遅れている

と思う。ＤＶ・児童虐待防止啓発キャンペーンについて、他に意見がなければこの案

で進めさせていただく。 

 では、議題６「次回会議スケジュールについて」、事務局に説明をお願いする。 

  

 次回会議は１１月下旬から１２月上旬ごろ開催させていただきたい。 

  

 では議題７「その他」について、事務局何かあるか。 

 

 次期プラン策定のためのアンケートの状況であるが、現在、回収したアンケートの 

集計を業務委託する準備をしている。集計が１０月中に完成する予定なので、次回会 

議で内容等を報告し、話を進めていきたいと考えている。委員の皆さんにも御協力を 

お願いしたい。 

 

 では、以上で第２回さぬき市男女共同参画推進協議会を閉会する。 

  

 

 

 

 

＜ 閉 会 ＞（ １５：１５ ） 

 


